
覧に「囑」の別体として「属」が載っているが、実際に使わ
れていたのだろうか。
【舗】説文では金部に「鋪」が載っている。康煕字典にも「鋪」
しか載っていない。現代中国では偏を「金」の草書体にして
いる。江戸期以前には「舗」は見えない。

【噂】JIS2004で「噂」から「噂」に例示字体が変更された。
また2004年に人名用漢字に追加された。
【器】大きく分けて中央が「犬」「大」「土」「工」「ユ」と5つ
の字体がある。「大」では意味が通じないという意見もあろう
が、犬の象形が「大」となることもある。「大」が水平に開脚

すれば「土」になり、「土」の縦線が上に出なければ「工」に
なり、「工」を早書きすれば「ユ」になる。「土」「工」は漢代
にはすでに使われている。もしかしたら生け贄の「犬」の代
わりに、呪具の「工」を使う字体があったのかもしれない。
【嘱】康煕字典に「嘱」と「囑」が別々に載っている。漢字要
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初月帖
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再板農業全書
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口 13

節用三寶絵詞
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铺
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粘葉本朗詠
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農家調宝記嗣篇

金 7 明治の漢字

陸軍

現代中国金文 春秋金文 大徐・金部 馬王堆 興福寺断碑 聖武天皇雑集

請来目録
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隷書
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る。陸軍幼年学校用字便覧では「回」を正字、「囘」を古字と
している。

【因】泰山刻石と説文の字体がことなる。「囗」の中の「大」
は開脚すれば「土」になり、頭を省けば「工」になり、早書
きすれば「ユ」になり、さらに「コ」に変化する。日本に伝
わった字体は「因」と「囙」。干禄字書では「因」を〈正〉、
「囙」を〈俗〉とする。干禄字書では「大」の右払いを止めて

いるが、五経文字では払っている。狭い四角の中で払うとい
うのは不自然。教育漢字も払っているが、手書きの字体を教
えるのなら再考した方がよい。
【回】江戸版本では「囘」が多く使われている。康煕字典は
「囘」を本字としている。明治の漢字も「囘」を本字としてい
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現代中国
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因
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俗
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回
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【国】「囗」の中に「或」が正字体。中国の南北朝時代に「囗
+王」が見える。これは領土の中に王様がいるというような、
会意による字だろう。一方、「囗+玉」は平安時代に見える。
この「玉」は「或」の草書からできた字だろう。「囗+八方」
は則天文字。「或」の「口」は手書きでは「△」や「ム」の形

に書かれる。「囗」は二つの点にくずすことがある。【団】囗の中に「專」が正字体、「専」が通字体、「寸」は略字
体。正字体も楷書と明朝体では字体が異なる。
【囲】正字体「圍」の構成要素「韋」について。単体の漢字
としては10画だが、部首では「圍」のように、下部を3画と
し、9画の画数に分類される。ところが常用漢字の構成要素

になる場合は、「偉」のように下部を4画とし、画数は10画
として数える。これが我が国の施策である。康煕字典では一
貫して9画に数える。
【困】「くにがまえ」という囲まれた空間の中で「木」に右払
いがあるのはおかしい。
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